
７ 正の数・負の数の加法②７ 正の数・負の数の加法②７ 正の数・負の数の加法②７ 正の数・負の数の加法②

次の計算をしなさい。（答の＋は省略すること）

＜初級編＞

①(＋３)＋(ー４)＝ ②(＋５)＋(ー８)＝

③(ー２)＋(＋５)＝ ④(ー７)＋(ー１)＝

⑤(＋４)＋(ー６)＝ ⑥(ー５)＋(＋２)＝

⑦(ー７)＋(ー３)＝ ⑧(＋５)＋(＋４)＝

⑨(ー２)＋(ー２)＝ ⑩(＋８)＋(ー８)＝

⑪(ー６)＋(ー４)＝ ⑫(＋３)＋(ー５)＝

⑬(ー５)＋(＋９)＝ ⑭(ー８)＋(＋１)＝

⑮(＋６)＋(ー５)＝ ⑯(ー３)＋(＋６)＝

⑰(ー１)＋(＋７)＝ ⑱(ー７)＋(ー３)＝

⑲(＋５)＋(ー９)＝ ⑳０＋(ー２)＝

＜中級編＞

①(＋１５)＋(ー７)＝ ②(ー１０)＋(ー８)＝

③(ー１６)＋(＋９)＝ ④(＋１２)＋(ー５)＝

⑤(ー８)＋(＋１７)＝ ⑥(ー２０)＋(＋１７)＝

⑦(ー１９)＋(ー８)＝ ⑧(＋２４)＋(ー２８)＝

⑨(ー３６)＋(＋３６)＝ ⑩(ー２５)＋(ー１３)＝

⑪(＋１７)＋(ー２３)＝ ⑫(ー２６)＋(＋１７)＝

⑬(ー７４)＋(＋３６)＝ ⑭(ー４６)＋(＋６３)＝

⑮(＋２３)＋(＋１６)＝ ⑯(ー４)＋(ー５４)＝

＜上級編＞

①(ー３７)＋(ー２３)＝ ②(＋１９)＋(ー３５)＝

③(＋２４)＋(＋５１)＝ ④(＋６１)＋(ー４１)＝

⑤(＋４５)＋(ー９８)＝ ⑥(ー２６)＋(＋５４)＝

⑦(ー１２３)＋(＋１３)＝ ⑧(＋２７)＋(ー１３５)＝

⑨(ー５４)＋(ー１２１)＝ ⑩(ー１６４)＋(＋５３)＝

☆たし算のことを といいます。

① ０＋（－１２）＝－１２ ・・・・０との和は、その数のままです。

②（－９）＋（＋９）＝０ ・・・・絶対値が等しい異符号の２の和は、０です。

少数、分数の加法少数、分数の加法少数、分数の加法少数、分数の加法

１ ３

①（－０.４）＋（＋１.７） ②（－ ）＋（－ ）

５ ５

１ ３ (-1)+(-3)

＝＋（１.７－０.４） ＝－（ ＋ ）

５ ５

＝１.３ ４

＝－

５

＜練習１＞次の計算をしなさい。

①（＋５.１）＋（－２.２） ②（－０.３）＋（－０.７）

＝ ＝

＝ ＝

③（－４.６）＋（－３.４）＝ ④（－１.３）＋（＋１.５）

＝ ＝

＝ ＝

４ １ ３ ５

⑤（－ ）＋（＋ ） ⑥（－ ）＋（－ ） まず通分

５ ５ ４ ２

＝ ＝

＝ ＝

１ ５ １ １

⑦（＋ ）＋（＋ ） ⑧（－ ）＋（－ ） まず通分

６ ６ ２ ３

＝ ＝

＝ ＝

加法の計算法則加法の計算法則加法の計算法則加法の計算法則

加法はどんな正の数・負の数の場合にも、次が成り立ちます。

①２＋３＝３＋２ ②（２＋３）＋４＝２＋（３＋４）

○＋□＝○＋□ （○＋□）＋△＝○＋（□＋△）

この法則を

加法の という 加法の という


